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50 人の入院患者（53.1±12.1 歳）であった。社会生活能力は Rehabilitation 
Evaluation of Hall and Baker（以下，REHAB），認知機能は Brief Assessment of 
Cognition in Schizophrenia（以下，BACS），臨床症状は Positive and Negative 
Syndrome Scale（以下，PANSS）と Calgary Depression Scale for Schizophrenia，






REHABの deviant behavior scoreは，PANSSの positive syndrome score（r = 
0.55，p < 0.01）と有意な相関を示し，REHABの general behavior scoreは，PANSS 
positive syndrome score （r = 0.28，p < 0.05），PANSS negative syndrome score
（r = 0.53，p < 0.01）および DIEPSS score（r = 0.43，p < 0.01）と有意な相関を
示した。しかし，REHABと BACSのスコアには有意な相関は認められなかった。 
本研究により，統合失調症入院患者の基本的な社会生活能力に対して認知機能は
影響を及ぼしていないことが示され，同時に，基本的な社会生活能力には陰性症状
と薬原性錐体外路症状が関連していることが明らかになった。 
以上の結果は，入院中の統合失調症患者が，退院して地域社会への復帰を目指す
ためには，認知機能の強化を目指すよりも，陰性症状や錐体外路症状の改善が優先
されることを示唆しており，今後の統合失調症入院患者の地域社会への復帰に向け
た取り組みに与える影響は大きく，有意義な内容である。その社会的意義は大きく，
博士の学位授与に値すると判定した。 
